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＜連絡事項＞

■看護グループ研修のお知らせ　　※出欠表入力は10/2（木）までにお願いします。

日時・場所：10月3日(金)11：15～　　病院2F会議室　　講師：田端CW・山田CW
対象・テーマ：介護新人・初級　「介護技術基礎⑤　口腔ケア・食事介助」
■医療安全委員会より、転倒転落アセスメントシートの見直しを10/13(月)までに実施するようにとの連絡がある。

■ケアアセスメントについて、半年に1回の見直しの為、10月中に見直しを実施すること。

■10/3東北メディカル学院の学生による地域治療学実習が実施される予定で、2名実習予定。10/17にも実施されることとなっている。
＜青明舎登録者情報＞
繁名　和恵　様～9/23八戸市立市民病院を退院。風邪薬を服用し､貧血･脱水症状を呈したのではないかと言われたと話している。詳細については､同院医師が作成した情報提供書を当院主治医へ渡す予定である為､上記を参照していただきたいとのこと。9/26姉が同伴し､八戸市立市民病院を受診。血液検査により､低カリウムが認められたものの､問題はないと言われたとのこと。処方薬の飲み合わせに注意するよう説明を受けたと話している。
高柳　和子　様～9月初旬頃､抑うつ状態となったものの､｢最近はだいぶ良くなりました｣と話している。また､最近､アパートの自室前に酒のパックやタバコの吸い殻が捨てられるようになって困っていると話しており､大家を通して対応するよう説明が行われている。本人より､大家へは伝えているとのこと。
大久保　恒夫様～｢昼食後薬が原因なのか､飲んでから少しの間、手が固まる感じがする｣等と訴えている。薬剤師には相談しているとの事だが､主治医へは伝えていないとのこと。

大久保　律子様～体調も良好で､｢昨日まで生理だったから頭痛･吐き気がひどかったけど､今日はだいぶ良いよ｣｢恒夫さんが手伝ってくれるし｣等と話している。家事のことも､夫である恒夫様より教えてもらいながらやっているとのこと。
＜グループホーム入所者情報＞
中村　与一郎様～10/9(木)就労移行支援｢うみねこ幸房｣の体験利用を実施予定。見学時は緊張した様子であったが､今は楽しみにしている様子がうかがえており､土日で必要な品(長靴･上履き等)を購入してきたと話している。GH入居している他利用者より､うみねこ幸房利用時のこと等を聞きながら､準備しているとのこと。

松永　勘五郎様～先週末､｢うみねこ幸房をやめることにした｣等と訴えることがあったものの､本日は同様の訴えなく､同施設へ行っている。また､中村与一郎様へ｢うみねこ幸房｣利用時のこと等の相談に乗って教えていることがあり､GH職員より｢先輩になりますね｣等と声をかけると､うなずいていたとのこと。

平　康子　様　～月曜日から金曜日､週5日の利用となっているものの､最近は毎週木曜日の外来診察日になると､｢外来に行かなきゃならないから｣｢外来の時間が分からないから｣等と理由をつけて休むことが目立っている。一つひとつ原因を話し合い､来所できるよう説明しているが､木曜日は来所できていない。外来診察および休養､生活にメリハリをつけることを目的として､毎週木曜日を休日として､月～水曜日･金曜日に定期的に来所し､入浴も行えるよう支援していくことを検討。本人と相談し､主治医へも相談することとしている。

＜利用者情報＞
高橋　洋子　様～来所時より｢眩暈がする､ふらふらする｣｢頭がはっきりしない｣等の身体不調を訴え､静養室で休養していることが目立つ。｢昼食後に帰りたい｣と訴えており､娘へ連絡して相談を実施。デイケア終了後に娘がデイケアへ迎えに来れることを本人へ伝え､それまでは静養室で休むよう説明し､本人もしぶしぶ了解している。最近の身体不調の状態も考慮し､主治医へ諸検査の実施も含めて相談していくこととする。

袴田　淑子　様～昼食に残食（ご飯半分､おかず全量）が目立ち､体調を確認。｢風邪っぽい｣｢鼻水､喉の腫れがある｣等と訴えているものの､体温36.8℃でバイタル異常は認められない。不調が続くようであれば教えていただきたいことを説明すると､了解。以後は不調の訴えはなく､プログラムにも参加している。

＜事例検討＞

番沢　政勝　様（45）　主病名：統合失調症　合併症：脂質代謝異常症

検討内容目標と治療計画の検討

長期目標①病状を安定させ、体調管理を行う

中期目標①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。

②市街地へ一緒に出掛けれるような友人を作る。

短期目標①食事や間食についてのこだわりがあり、スタッフへ相談する。

②相手に伝わるように内容を整理して話す。

治療計画①不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフへ相談する。スタッフから声を掛けて不安がないか確認し、密な関わりや面談を行っていく。

②相手に伝わるよう内容を整理して話し掛ける。スタッフは、時間を掛けて本人の思いを引き出していく。

目標の振り返り・情報共有
■①について
・弁当や食事のメニューはだいたい毎日同じであることが多い。体重は徐々に増加傾向にある（62.5㎏⇒63.4㎏）。9月は夜食にカップ麺を1日おきに摂取していた様子。
・水分摂取量は多めで､1日6リットル程とのことであり､1日の摂取量を確認してみるよう説明。

・現在はないものの､以前は採血検査前になると､食事制限（水のみを摂取する等）して頭痛等の身体不調を呈することがあった。
■②について
・面談にて､｢友達がいない｣｢町やスタバへ一緒に出掛ける友人を作りたい｣等と話している。デイケアにて､交流あるメンバーを誘ってみてはどうかと伝えるが､｢できない｣と話している。

・職員より話し掛けても素っ気ない時がある。
・自分の伝えたい内容に至るまでに時間がかかる為､時間をかけて本人の訴えを聞くことが必要である。

■GH管理人より
・起床する時間は一定ではないものの､デイケアにはきちんと定時まで行くよう頑張っている様子。他者とトラブルになる様子もなく､状態に変化は認められない。
検討結果
■友人と町に出かけたいというニーズについて
・本人と面談を繰り返し実施し､出かけることが出来ないと感じている課題・原因について探る。その原因・課題（誘うことができないのか､一緒に出掛けた時の対応に困るのか等）に応じて､個別SST等により支援を行っていく。

■②の目標について

中期目標②市街地へ一緒に出掛けられるような友人を作る。
短期目標②相手に伝わるように内容を整理して話す。
実施計画②相手に伝わるように内容を整理して話し掛ける。職員は､時間をかけて本人の思いを引き出していく。

＜外来情報＞

若松　健一　様～自宅で単身生活をしており､時折近隣に住む知人より農作業の手伝いをさせてもらっている状況。訪問看護利用時､知人より｢どのくらいの農作業を手伝ってもらったらいいか｣と訪問看護師に相談があったとのこと。来週月曜朝までに､デイケアでの作業状況や作業能力を評価し､主治医へ報告するよう指示がある。

